
日本植物形態学会第 36 回総会・大会（宇都宮大会）のご案内（第２回） 

 
日本植物形態学会第36回総会・大会は，2024 年 9 月 13 日（金）に宇都宮大学 陽東キャンパス

で開催の予定です．また、翌日から開催予定の日本植物学会第 88 回大会においても，本学会共催

シンポジウムが開催される予定です．こちらにも奮ってご参加ください． 

 

第36回 大会会長兼大会実行委員長：朝比奈 雅志（帝京大） 

第36回 大会準備委員長：林 八寿子（新潟大） 

第36回 大会準備委員：松﨑 令（大阪工業大）  

第36回 大会会計委員長：小林 優介（茨城大） 

日本植物形態学会長：高野 博嘉（熊本大） 

日本植物形態学会庶務幹事：武智 克彰（熊本大） 

 

1. 開催日 

2024 年 9 月 13 日（金） 

 

2. 会場  

宇都宮大学工学部 

〒321-8585 栃木県宇都宮市陽東７–1–2 陽東キャンパス 10号館，11号館 

https://www.eng.utsunomiya-u.ac.jp/access/ 

自家用車でのご来場はできません. またキャンパス内は全エリア禁煙となっております. 

またアカデミアホールでの飲食はできません. 

 

3. プログラム（注 1） 

12:15-13:00 総会 （10号館 1F アカデミアホール） 

13:00-15:00 授 賞 式 ・ 講演会 （10号館 1F アカデミアホール） 

15:00-16:00 ポスターフラッシュ発表（注 2） （10号館 1F アカデミアホール） 

16:15-18:45 ポスター発表／ポスター賞表彰 （11号館 1F アクティブラーニング教室） 

 

（注1）場所・時刻については変更の可能性があります．ウェブサイトの大会プログラム（9月

上旬予定）をご確認ください. 

（注 2）ポスター発表者は全員，ポスターフラッシュ発表（1 分程度）を行っていただきます．  

 

 



4. 参加費  

大会当日は，参加費受付を設置しません．8 月 19 日（月） 17:00 までに必ずお振込ください．年会費

も合わせてお振込いただいても構いません． 

会員： 一般 2,000 円, 学生 1,000 円  
非会員： 一般 3,000 円, 学生 2,000 円 
・郵便振替口座番号：00120-2-669588（加入者名：日本植物形態学会） 

・オンラインバンキング：（銀行名：ゆうちょ銀行，金融機関コード：9900，店番：019，預金種目：当座， 

 店名：〇一九 店（ゼロイチキユウ店），口座番号：0669588） 

 

※ 振込用紙でお振込される場合は，通信欄に振込内容（「大会参加費のみ」あるいは「大会参加費と年

会費（複数年の場合，何年分の年会費なのか）」）をご記入ください． 

※ 学生の年会費は 1,000 円です．非会員の学生さんには是非入会をお勧め下さい． 

※ 発表代表者は，学会員に限ります．現在非会員で発表を希望する方は，遅くとも発表申し込みまで

に入会をお願いします． 
 

５．大会参加登録およびポスター発表申し込み  
当日参加は受け付けません． 大会参加希望者は全員，8 月 9 日（金） 17:00 （必着）までに，参加申

込みフォームから参加登録を行ない，8 月 19 日（月） 17:00 までに参加費の振込をお願いします．ポ

スター発表希望者は，参加登録時に，代表発表者として発表あり，と回答の上， 8 月 19 日（月） 
17:00 までに発表要旨登録フォームより発表者等の情報を登録し，講演要旨をアップロードしてください

（６. 参照）．フラッシュ発表用の PDF ファイル提出期限は 9 月 10 日 (火) 17：00 です（６.の５)参照）． 

 

 参加申込みフォームはこちらを Click（Google アカウントは不要です） 

 発表要旨登録フォームはこちらを Click（Google アカウントが必要です） 

 

※ 申込完了後，登録頂いたメールアドレス宛に Google フォームから確認メールが返信されます．登録

内容は，そのメールでご確認ください．確認メールが届かない場合には登録が完了していないか，また

は入力したメールアドレスの誤記入などが考えられますので，大会受付サイト担当者（事務局・武智 

ktakechi@kumamoto-u.ac.jp）までお問い合わせください． 

※ 発表スペースに限りがありますので，ポスター発表は早めに締め切らせていただく場合もあります. 

（予定上限演題数 約 50題） 

完成度の高い研究発表はもちろん，未完成でこれからまとめの段階に入るような研究発表も歓迎します．

多数の発表をお待ちしております． 

学部生・大学院生が主発表者であるポスターの中から，大会に参加している一般会員の投票により，

「ポスター賞」を 1 件選び，賞状と賞品を授与する予定です． 

 

https://forms.gle/jw2LTN53bCwk59yE7
https://forms.gle/KWKdMKm3v2ou94cq9
https://forms.gle/KWKdMKm3v2ou94cq9
https://forms.gle/jw2LTN53bCwk59yE7


６．ポスター発表講演要旨及びフラッシュ発表 PDF 

講演要旨は，以下の提出要項に従い，8 月 19 日（月） 17:00 までに，フラッシュ発表要旨は 9 月１0
日 (火) 17:00 までに，提出して下さい．要旨は，植物形態学会要旨集として学会ウェブサイトで事前公

開されるとともに，後日 Plant Morphology誌に掲載され，J-STAGE 上でも公開されます． 
 

＜発表要旨及びフラッシュ発表 PDF 提出要項＞ 
1) ポスター発表をされる方は，こちらより要旨テンプレートをダウンロードして下さい．  
2) 要旨テンプレートの書式に従い，要旨を記入して下さい．字数は 300字程度，総行数は（ポスター番

号および所属と本文の間の空行も含め）26 行まででお願いします．  

3) 要旨記入済みのファイルを 8 月 19 日（月） 17:00 までに発表要旨登録フォームよりアップロードし

てください．その際，ファイル名は「形態学会要旨_氏名.doc」としてください．なお，Google アカウン

トをお持ちでなく，要旨ファイルをフォームからアップロードできない方は，大会受付サイト担当者（事

務局・武智 ktakechi@kumamoto-u.ac.jp）まで e-mail で要旨ファイルをお送りください．  
4) 要旨が正しくアップロードされた場合，Googleフォームよりメールが届きます．連絡が無い場合は，

フォームに入力されたメールアドレスの誤記入などが考えられますので，上記大会受付サイト担当

者までお問い合わせください．  

5) ポスター発表者は全員，フラッシュ発表を行っていただきます。発表の概要を PDF ファイル（1〜
2枚，A４横向き，３ MB 以内）にまとめ，9 月１0 日 (火) 17:00 までに e-mail で大会準備委員（大

阪工業大・松﨑 令； ryo.matsuzaki@oit.ac.jp）までお送り下さい．その際，ファイル名は「形態学

会ポスターフラッシュ_氏名.pdf」，e-mail のタイトルは「形態学会ポスターフラッシュ_氏名」としてくだ

さい．（ファイルを e-mail で送付できない方は，事前に e-mail で上記大会準備委員（松﨑）まで連絡

の上ご相談ください.） 実会場にてスクリーン表示を行います.  

6) その他，不明な点がございましたら大会準備委員長（林; yhayashi@env.sc.niigata-u.ac.jp）までご

連絡下さい． 
 

7． ポスター発表の形式 

・ポスターのサイズは縦 160 cm × 横 90 cm の範囲内で作成してください．  

・ポスターの上部には発表者氏名・所属，表題を明記して下さい．  

・画鋲等の貼り付け用具は本学会で用意いたします．  

 
8．総会・講演会 

総会において「日本植物形態学会３賞」の授賞式をとり行なうとともに，講演会において受賞者による受

賞講演を行なう予定です．奮ってご参加下さい． 

 

 

 

https://square.umin.ac.jp/pl-morph/files/%E8%A6%81%E6%97%A8%E3%81%AE%E6%A7%98%E5%BC%8F.doc
https://forms.gle/snQy3EjRiFJj8Uq6A


9. 日本植物学会第 88 回大会における共催シンポジウム 

9 月 14 日（土）〜９月 16 日（月）に開催される日本植物学会第 88 回大会において，日本植物形態学会

が共催するシンポジウム１件が以下のように開催されます. こちらにも奮ってご参加ください． 

・一般シンポジウム 

「植物/微生物/オルガネラの相互作用をイメージングで解き明かす」 

（2024/9/14（土）14:00～17:00 L 会場） 

オーガナイザー： 豊岡公徳（理研)，永田典子（日本女子大) 

[シンポジウム概要] 

植物細胞内では，オルガネラ同士が活発に相互作用しています.色素体やミトコンドリアなどのオ

ルガネラは，もともと別の生物が共生して進化したものであり，その動態は生物間相互作用の象

徴とも言えます. 今なお植物は，日々微生物の攻撃に晒されながらも，同時に共生関係を築くな

ど，植物 – 微生物間では様々な相互作用が生じています. 最新のイメージング技術は，そのよ

うな相互作用の現場を捉えることを可能にしました. 本シンポジウムでは，光学顕微鏡や電子顕

微鏡の最新のイメージング技術を駆使し，オルガネラや微生物と植物との相互作用の実態に迫

る研究を紹介します. 

 

10．その他 

A. 大会プログラムと要旨集は 9 月 6 日（金）までに学会ウェブサイトに掲載する予定です．ダウンロー

ドしてご利用下さい．  

B. 特許出願予定の内容を含む発表をされる場合は，予め特許庁に所定の手続きをお取り下さい．  

C. 宿泊，保育に関するお世話はいたしませんが，外部の託児施設等をご利用になられる場合，

学会より会員に補助を行います（1 時間あたり 300 円程度）．ご利用予定の方は，事前に大会

会計委員長（茨城大学:小林 優介 yusuke.kobayashi.botany@vc.ibaraki.ac.jp）までお問い合

わせください． 

D. 本年度は，大会後の懇親会は行いません． 

E. 大会参加，ポスター発表申し込み，大会についての連絡，お問い合わせ等は，下記の連絡先まで

お願いいたします． 

[連絡先]  

第 36 回大会準備委員長 林 八寿子  

〒950-2181 新潟市五十嵐二の町 8050 新潟大学理学部 

Tel/Fax: 025-262-6370 

E mail: yhayashi@env.sc.niigata-u.ac.jp  

 

新入会員の申し込みについては本会の学会誌 Plant Morphology または本会ウェブサイト

（http://square.umin.ac.jp/pl-morph/）をご覧になり，こちらの入会フォームよりお手続きください. 年会

費は一般 3,000 円, 学生 1,000 円です． 

https://forms.gle/uyY3g4wwBcfpscTM6



